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［目的】近年、真核生 物に お ける細胞内小胞輸送に

関する研究が急速 に進んで いる。細胞内分泌経路

で は、輸送小胞 内の 蛋白質が cis 一ゴル ジ 、
　 lTans一ゴ

ル ジを経て 細 胞外へ と運 ばれ る が 、 こ の 過程に 関

わ る蛋白質群 と してsyntaxin 　familyが注目されて い

る 。
こ れ に 属するHPC −11syntuxinlA は、 主に神経

細胞に発現 して い るC末端に膜貫通部分を有する分

子量35kDの 膜蛋 白質であ る。 神経終末内で の シ ナ

プス小胞と形質膜の 融合過程を制御 して お り、 伝

達物質の 開口放出を促すと想定されて い る 。 我 々

は ホ ル モ ン分 泌をお こな う細胞で も同様の機序が

存在す る と考え 、 ヒ ト胎 盤 に お い て HPC −11

syntaxin1A の 発現、局在を検索し、その胎盤にお け

る働 きを考察 した 。 防 法】正常分娩後の ヒ ト胎盤を

4 ％ パ ラ ホル ム ァ ル デ ヒ ドにて 固定 し、HPC −1／

syntaxin1A ポ リク ロ
ー

ナ ル 抗体を用 い て免疫組織化

学的染色を行 っ た 。 また ヒ ト胎盤よ りAGPC 法を用

い て total　RNA を抽出 し、　 RT −PCR 法に よりHPC −1〆

syntaxinlA の 発現 に つ い て 検討 した 。 同時に そ の蛋

白質 に つ い て も、
Wcstern 　 blot法を用い て解析 し

た。 ［成績】ヒ ト胎盤で は、HPC −11syntaxinlAポ リク

ロ
ー

ナル抗体にて特に 脱落膜 に広範囲に陽性の 細

胞を認めた 。 また Wcstern・blot法で 、胎盤組織膜分

画に神経組織と同様の35kD のバ ン ドの 出現を認め

た 。 さらに RT −PCR 法後の Southem　blot法で 、 増幅

された400bpの 陽性 シ グナル が認め られ 、 ヒ ト胎盤

に おけるHPC −1／syntaxinlA の mRNA の存在が明ら

かにな っ た 。 ［結論］HPC −1／syntaxinlA は、ヒ ト胎 盤

脱落膜 に 発現 して お り、胎盤で 生合成され るペ プ

チ ドホル モ ン の 分泌 メカ ニ ズ ム との 関連 性が示唆

された 。

【目的 】白 血 病 抑 制因子 、 LIF は 生 殖領 域 に 於 い

て は 、 受精卵 の 着床 ・発育に 関与す る と 考 え られ

て い る 。 我 々 は そ の L［Fの 機 能 を明 らか に す る た

め、LIFに よ る絨毛 細胞 の 分化 な ら び に 内 分 泌 調

節機能 に 注 目し，そ の 解析 を試 み た 。

【方 法 】1）初期胎盤 及 び 初期脱 落膜 を患者 の 同 意

の も と 採取 し、初期 絨毛 、脱 落膜 組織 に 抗 LIF 抗

体 で 免疫組織染色を 施 行 し た 。 2）初期 絨毛 を酵 素

処 理 し て 絨 毛 細 胞 を得、そ れ を用 い て LIFに よ る

刺激 実験 を施 行 し た 。 3）培 養し た絨毛 細胞 を抗 hC

G抗体 に よ る免疫染色 に よ り分類 し 、 分化の 程度

を 検 討 した 。

【成績 ］ 工）初期絨毛組織及 び 脱落膜 の 免 疫組織染

色に よ り、 初期絨 毛 で LIF は cytotruphoblast の

み 染色 さ れ、初 期脱落膜で は 腺 細 胞 、 間 質細胞 と

もに 染 色 され た 。 2）LIFに よ る絨 毛細胞 の hCG産 生

は LiF 濃度依 存性 に 上 昇 し た 。 3）絨 毛細胞 は 単 核

で hCG産生 し な い cytotrophoblast よ り、単 核 な が

ら hCG産 生 能 を 持 つ transltjonal 　 trophoblast を

経 て 、多核 で hCG産 生 能 を持 つ Syncytiotrophc 〕bla

st へ と 分化 す る。　 1）LIFに よ り絨 毛細 胞 の 分 化

は 促進 し 、 こ の 促進 作用は 抗hCG抗体 に よ り抑 制

され た 。

【結論 】妊 娠初期 に お い て 、主 と し て 脱落膜 で 産

生 さ れ た LIFは絨 毛細胞 の hCG産 生 を 促 進 し 、
　 hCG

に よ る 絨 毛細 胞 の 分 化機能 を調節 し て い る こ と が

明 らか に な っ た 。
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